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毎
月
１
日
発
行

広
報
か
が
み
の

七
色
樫
の
は
な
し

国
道
１
７
９
号
を
南
か
ら
進
ん
で
、
大
釣
ト
ン
ネ
ル
直
前
の
三
叉
路
を
左（
羽
出
方

面
）
へ
約
３
０
０
ｍ
進
む
と
、
右
手
に
七
色
樫
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

七
色
樫
は
、ウ
ラ
ジ
ロ
ガ
シ
の
一
変
種
で
、春
の
赤
か
ら
始
ま
り
、橙
、黄
、黄
緑
、緑
、

青
緑
、
濃
緑
と
四
季
を
通
じ
て
色
が
７
回
移
り
変
わ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
別
名「
虹
の
木
」

と
も
よ
ば
れ
ま
す
。

橙
か
ら
黄
色
に
変
わ
る
６
月
上
旬
頃
が
最
も
美
し
く
、
周
囲
の
木
々
の
緑
を
背
景
に

色
鮮
や
か
に
枝
葉
を
広
げ
る
七
色
樫
の
様
子
は
新
聞
記
事
や
ニ
ュ
ー
ス
で
も
た
び
た
び

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
で
ご
存
じ
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

葉
の
色
は
一
斉
に
移
り
変
わ
る
こ
と
は
な
く
、
前
の
葉
色
を
残
し
な
が
ら
様
々
な
葉

相
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
幾
度
も
と
り
木
・
挿
し
木
を
行
い
ま
し
た
が
、
七

色
樫
に
は
な
ら
ず
、
こ
の
珍
し
い
変
色
の
原
因
は
不
明
で
す
。
樹
高
約
16
ｍ
、
樹
幹
周

囲
1.5
ｍ
、
推
定
樹
齢
は
１
５
０
年
と
も
３
５
０
年
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
津
山
地
方

振
興
局
選
定「
津
山
の
名
木
百
選
」（
平
成
５
年
）
に
も
選
定
さ
れ
て
お
り
、
平
成
15
年
３

月
に
は
岡
山
県
重
要
文
化
財
に
も
指
定
さ
れ
て
い
る
鏡
野
町
を
代
表
す
る
名
木
で
す
。

大
変
珍
し
い
七
色
樫
で
す
が
、
実
は
隣
の
鳥
取
県
に
も
存
在
す
る
こ
と
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
？
鳥
取
県
日
野
郡
江
府
町
に
は
、「
武
庫

の
七
色
ガ
シ
」
と
よ
ば
れ
る
七
色
樫
が
あ
り
、
紫
、
黄
、
白
、
赤
、
緑
、
青
、
黒
と
葉
の
色
を
変
え
る
と
い
い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
シ
ラ
カ
シ
で
、

樹
高
約
18
ｍ
、
樹
幹
周
囲
2.6
ｍ
、
推
定
樹
齢
３
０
０
年
で
鏡
野
町
の
七
色
樫
よ
り
一
回
り
大
き
く
、
こ
ち
ら
も
鳥
取
県
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
て
い
ま
す（
江
府
町
Ｈ
Ｐ
よ
り
）。
ま
た
、
武
庫
の
七
色
ガ
シ
は
失
恋
の

悲
し
み
で
渕
に
身
を
投
げ
た
女
性
の
生
ま
れ
変
わ
り
と
か
、妖
怪
に
化
け
た
、

な
ど
い
く
つ
か
の
伝
説
を
持
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
古
く
か
ら
地
域
の
人
々

に
大
切
に
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
り
ま
す
。
鏡
野
町
の
七
色
樫
に
は
残
念

な
が
ら
こ
の
よ
う
な
伝
説
は
残
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

全
国
で「
七
色
樫
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
も
の
は
こ
の
２
本
の
み
の
よ
う
で

す
。
偶
然
に
も
隣
県
で
日
帰
り
も
可
能
で
す
の
で
、
機
会
が
あ
れ
ば
是
非
両

方
の
七
色
樫
の
美
し
さ
を
楽
し
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　
　

鏡
野
町
生
涯
学
習
課
（
ペ
ス
タ
ロッ
チ
館
内
）
担
当
：
日
下
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問

博
物
館
体
験
講
座

ト
ン
ボ
玉
作
り
（
一
般
対
象
）

募
集
の
お
知
ら
せ

だ
い
だ
い

に
じ

こ
う
ふ

む   

こ

　

弥
生
時

代
・
古
墳
時

代
の
装
飾
品

と
し
て
作
ら

れ
て
い
た
ト

ン
ボ
玉
（
ガ

ラ
ス
玉
）
を

作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
？

　

今
回
は
一

般
の
方
対
象
で
行
い
ま
す
。
是
非
ご
参

加
下
さ
い
。

日　

時
：
平
成
22
年
７
月
３
日
（
土
）

９
：
30
〜
11
：
30

場　

所
：
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
館

体
験
学
習
室

参
加
費
：
３
０
０
円

対　

象
：
中
学
生
以
上
（
小
学
生
以
下

は
人
数
に
余
裕
が
あ
れ
ば
。

た
だ
し
５
年
生
以
上
）

定　

員
：
30
名
（
先
着
順
）

申　

込
：
生
涯
学
習
課

（
ペ
ス
タ
ロ
ッ
チ
館
）

担
当
：
日
下

（
℡
５
４‐

７
７
３
３
）


